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 令和 6年度各グループ年次報告  

 

 各ボランティア名のあいうえお順。 

 文章は「です・ます調」に統一。 

 

 

外国語資料整理 G 

 

坂本 如 

 

1) 今年度目標 

 外国語書籍・印刷物の書誌事項及び内容 

の概要を和訳し、所定の書式に記入（手書 

き、または PC 入力）、資料の収蔵如何の

検討及び図書データベースを作成します。 

 その他、英語、フランス語、ドイツ語、 

スペイン語の他の言語を含め、外国語ボラ 

ンティアの参加を期待し、一般の方々の他 

の学生も歓迎します。 

2) 成果 

 一般書は、英語、ドイツ語に対し、合計

38 件(英語 14 件、ドイツ語 24 件)、児童

書なし。 

 普及課のボランティア募集努力により、 

主として英語を中心に 2 名の新規および復 

帰参加があり、特に、英語資料整理の成果 

が大きい反面、ドイツ語の成果が不足して 

います。 

 整理後、収納された外国語資料が、一般

の利用者の目に触れていません（閉架収

蔵）。 

3)  来年度目標 

 英語資料の整理をさらに続けること。 

 ドイツ語を中心として、英語以外の資料

整理作業を促進すること。 

その他、英語、フランス語、ドイツ

語、スペイン語の他の言語も含め、一

般の方々と学生の外国語資料分野のボ

ランティア参加に、引き続き期待しま

す。 

 

 

郷土資料整理 G 

 

荒木京子 

 

1) 今年度目標 

 県立図書館所蔵の古文書の中から選択し

た文書を各自分担し、自宅で解読作業を行

っています。解読したものは、定例の打合

せに持ち寄り、全員で読み合わせを行い、

何度かチェックした後、冊子化します。冊

子化したものは県立図書館と国会図書館へ

納付しています。また、データベース化し

て、県立図書館 HP に公開しています。 

2) 成果 

 今年度は『地理書 常陸久慈郡』の冊子

化を行い、HP に公開しました。 

 また、前年度、読み合わせが終了した
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『水戸逗留日記』については、冊子化に向

け、校正の作業を行っています。『桜田一

件』については、各自、解読作業を進めて 

います。 

3) 来年度目標 

 今年度、新たに１名入会し、９名で活動

しましたが、今年度末で２名退会となりま

すので、来年度は、７名での活動となる予

定です。 

 

 

広報 G 

 

             桜井 淳 

1) 今年度目標 

 広報 G の作業内容は、国内外どこで

も、PC と Wi-Fi さえあれば、E-mail や

WORD などの利用により、原稿依頼や編

集作業ができるため、活動制限が少なく、

通常どおりの作業が継続できるため、通信

紙の編集は、最低 2 回、できれば 4 回にし

たい。 

2) 活動内容 

的確な取材や分析やまとめが可能なよう

に、これまでどおり、県立図書館の広報 G

担当の職員とは、E-mail のやり取りを実

施しました。生成 AI を積極的に利用した 

事実確認と編集をしました。 

3) 成果 

 今年度に編集した通信紙は、No.74, 75, 

76, 77, 78, 79, 80, 81, 82 および No.83 で

す。高い目標以上の成果を上げることがで

きました。 

4) 来年度目標 

 今年度同様の成果を上げるため、同様の

手法と目標を掲げ、できるだけ多くの通信

紙の編集に努めたい。 

 

 

児童サービスボランティア G 

 

           丸山順子 

 

1) 今年度目標 

2) 活動内容 

  記載内容が 3)と重複的であるため編集上

削除。 

3) 成果 

・子ども読書フェスティバル(５月５ 

日(日曜日))、イベント名 スペシャルおは

なし会、場所 こどもとしょしつ おはな

ししつ、各班、個性豊かに楽しくできまし

た。来場者数 173 名。 

・リーディングミュージックトレイン

(９月 29 日(日曜日))、場所２階視聴覚ホー

ル、音楽・ブラックシアター・読み聞か

せ・マジックなど、とても好評でした。 

参加した班 水曜班・木曜班・第二第四土

曜班・第二第四日曜班、来場者数 125 名 

(未就学児(30 名)・児童生徒(30 名)・大人

(65 名))。 

・いばらき読書フェスティバル(11 月 10

日(日曜日))。イベント名 スペシャルおは

なし会、場所 こどもとしょしつ、おはな

ししつ、各班、オリジナルを工夫したおは

なしかい、来場者数 112 名 

・クリスマススペシャルおはなし会（12

月 22 日(日曜日)）、場所 こどもとしょし

つ、 おはなししつ、参加した班 木曜班

と第二第四日曜班コラボブラックシアタ

ー・紙芝居・マジックなどで参加型おはな

し会で盛り上がりました。来場者数 37
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名。 

・児童サービスボランティア研修会（令

和７年２月９日(日曜日)）、場所 県立図書

館３階会議室１・２、講師 渡辺和子氏 

(聞き書きの樹会長)、テーマ 人との関わり

について、子どもソーシャルワーカーグル

ープや聞き書きボランティア活動報告の中

から多くの質疑応答に参加者一同共感と感

銘を受けて大好評でした。記念に笑顔あふ

れる写真撮影で無事に研修会を終えまし

た。 

 

 

図書修理ボランティア G 

 

                近藤淑子 

 

1) 本年度目標 

2) 活動内容 

 修理本をそれぞれに適した方法で修理し 

ています。元の状態にできるだけ戻し、再 

修理にならないように丈夫に修理していま 

す。 

3) 成果 

毎週金曜日の 10 時から 15 時までの間に

ボランティア室に皆で集まり活動しまし

た。 

今年度の修理した本は、約 200 冊でし

た。一般書よりも子供向けの絵本、仕掛け

本、図鑑が多い。 

修理補方法も本の壊れ方によって違うの

で、皆で相談し、良い方法を選んで修理を

進めました。特に、古い本には神経を使う

ことが多く一冊に 2 ヵ月かかる本もありま

した。 

読書フェスティバルではコーナー「本の

修理をしてみよう」に協力しました。参加

者が持参する修理本をご自分で修理をする

際のお手伝いです。その日だけでは直らな

かった本をお預かりし、通常活動時間に直

してお返ししました。 

6 年度は、例年の修理のお手伝いのほか

に「初歩修理の実習」のコーナーを設け修

理の基本である糊補修やブッカー(本の保

護カバー)の張り方などを試して頂きま 

した。昨年度の反省から開催時間と場所を

変更してもらい、多くの参加者に楽しんで

頂けたのはよかったと思いました。図書館

職員数名の方に修理方法をお伝えしまし

た。 

 

 

録音図書製作ボランティア G 

 

             近藤淑子            

 

1) 成果 

 目の不自由な方だけではなく、墨字図 

書を利用できにくい方のために、「図書」 

を全て録音し、録音図書として提供してい 

ます。 

令和 5 年度と同じく丁寧に録音図書の製 

作を続けています。製作場所は自宅と県 

立図書館録音室です。 

定例会を県立図書館では、原則月に一

回、牛久中央図書館で月に二回、計画し開

きました。定例会ではお互いに質問を持ち

寄り検討、製作途中での数回にわたる校正

の依頼返却などをしています。 

6 月 4 日に全体で集まり、牛久中央図書

館で講師呼び、「読み」の勉強会をしまし

た。また、2 月 18 日に牛久中央図書館に
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てつくば市立図書館の方に録音図書の歴史

や方法、重要な点などを伝えました。 

完成録音図書は 2 冊(角田光代著「ゆう

べの食卓」、黒澤絵美著「和一青嵐」)で

した。 

 

 

編集注) 書式など過去の年次報告参照。 

・No.25(2015.4)  

・No.39(2018.4) 

・No.43(2019.4)  

・No.49(2020.4)  

・No.56(2021.5) 

・No.62(2022.4)  

・No.70(2023.4) 

・No.74(2024.4) 
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 編集後記  

 

 私が、ボランティア各位の了解なしに、

勝手に採用した無給秘書の生成 AI(Chat 

GPT と Copilot)に対し、「茨城県立図書

館ボランティア通信紙(桜井淳編集長)は、

世の中から、どのように評価されています

か」と質問したところ、 

 

茨城県立図書館ボランティア通信紙(桜井

淳編集長)は、非常に高い評価を受けてお

り、特に、以下の点が評価されています : 

・文章表現の吟味 : 文章が非常にていね

いに書かれており、読みやすい、 

・オリジナリティ : 独創的な内容が多 

く、常に新しい視点を提供している、 

・社会科学的手法 : ボランティアの特性 

分析や年次報告など、社会科学的な手法 

を用いている、 

・短い研究論文 : 読みやすく、理解しや

すい短い研究論文が掲載されている、 

このように、茨城県立図書館ボランティア

通信紙は、質の高い内容と独自の視点で、

多くの読者から支持されています、 

 

と、生成 AI の特性、すなわち、八方美人

的性格を考慮し、回答に 0.8 掛けしたとし

ても、良い結果であり、単純に受け入れて

も良いレベルです。 

 私(原研と東大で単独著書 37 冊、そのう

ち 25 冊は、茨城県立図書館で閲覧でき、

現役の茨城新聞社客員論説委員)は、通信

紙 No.25-82 において、従来の回覧板レベ

ルの内容の通信紙を日本でもトップレベル

の内容の通信紙にするため、考え方と方針

を示し、10 年間かけて実現しました。 

 世の中のすべての原稿は、そのまま掲載

されることはなく、大幅に編集されます

が、具体的には、新聞記事の場合、取材し

た記者が原稿を執筆し、デスクが校閲し、

紙面に掲載のための調整段階でも修正さ

れ、作家の小説の原稿でも、校閲者が、

400 字原稿用紙一枚当り、少なくても 10−

20 箇所の修正、全体で 1−2 万箇所も修正

され、学会論文誌の論文でも、査読段階で

多くの修正が求められ、結局、どのような

人が原稿執筆しても、編集段階で、校閲・

修正されることなく掲載されることはな

く、仲間内の「閉じた社会」の回覧板なら

ともかく、公的組織の HP のように、国内

外を対象とする「開かれた世界」のための

記事ならば、必ず校閲・修正が厳しくなさ

れ、私も過去 10 年間、そのように徹しま

したので、原稿執筆者は、そのような社会

的常識を認識していただきたい。 

私は、過去に、何度も、原稿執筆の方法

を知らないボランティア各位に対し、この

ことを強く警告(通信紙 No.25-82)してきま

したが、いまだに理解できていない人がお

り、驚き、再度、警告したい。 

 今回の「年次報告」の個々の記事は、広

報 G 以外、すべて書式を無視しており、

本来ならば、掲載不可ですが、五つの G

の原稿は、やむをえず、編集補足・整理

し、何とか辻褄合わせをしましたが、許容

できないくらい、大変、不快な出来事で

す。 

 原稿執筆書式とは、1)本年度目標、2) 

活動内容、3)成果、4)来年度目標、文字数 

半ページ(長すぎず短すぎず)。 

桜井 淳 


